
平成３０年度

農業振興功績者表彰

受 賞 者

はぎ はら た け し

奈 良 市 萩 原 健

し みず ま す な り

下 市 町 清 水 益 成

明 日 香 村 集落営農組合 えいのうキトラ



はぎはら たけし

萩 原 健

１．現 住 所 奈良市

２．現 職 農業

経営規模：いちご「古都華」「あきひめ」５０a
水稲 ６００a、ひのひかり・特定栽培米

３．受 賞 歴 奈良県農業賞

４．功績の概要

１） 農業研究開発センターが育成した「古都華」を地域のブランドとして確立し

いちご高設栽培に取組むとともに太陽熱消毒・高設ベンチ育苗・炭酸ガス施

用予冷など常に先進技術を導入して、農業経営の改善に取り組む

２） 地域の人・農地プラン作成の中心となり、地域農業の発展に努力し、また

農大生や新規就農を希望する研修生の受け入れを行い、青年農業者の育成に

貢献している。

３） 後継者（ご子息）を育て、いちごの直売を確立されるとともに、水稲栽培面

積を拡大し、米（ひのひかり）を酒米に利用し酒造りにも着手している。



５．推 薦 者 奈良市長

高設栽培によるイチゴハウス

イチゴ販売所



し み ず ま す な り

清 水 益 成

１．現 住 所 吉野郡下市町

２．現 職 農業・会社役員

経営規模：ひらたね柿２．０ｈａ、富有柿２．０ｈａ
梅１．５ｈａ、芍薬４．０ｈａ、大和トウキ０．５ｈａ
やまと蒟蒻０．５ｈａ、ブルーベリー０．５ｈａ
栗０．５ｈａ、スダチ０．５ｈａ 合計１０ｈａ

３．受 賞 歴 近畿運輸局長表彰（陸運関係功労者）
奈良県知事表彰
国土交通省大臣表彰（自動車関係功労者）
黄綬褒章受章

４．功績の概要

１）五條吉野土地改良区造成畑(平原団地内)にある耕作放棄地を自費で購入しその農

地を再生、奈良県知事が提唱する薬用作物(芍薬、大和トウキ)を植栽し耕作放棄

した農地を見事再生。現在は国内外から視察が絶えないモデル農「シャクヤクガ

ーデン」として見事に農地を蘇らせた。

２）平成２６年６月から五條吉野土地改良区副理事長の要職に就任し、現在まで培

ってきた農政に対する力量を発揮され、組合員と改良区のパイプ役として、地域

の代表としてその努力を傾注されている。

３）農事組合法人の組合長として農作物の販路の開拓から市場調査まで行い、落葉果

樹生産の安定的な供給を図り、又近年ではらくらく農法を取り入れ日本遺産にも

指定された柿の葉寿司の材料に用いる「柿の葉」生産に向けた取り組みは、少子

高齢化により離農する農家の歯止めにもなり、地域農業振興に大きく貢献している。



５．推 薦 者 下市町

柿の葉の栽培

〔しゃくやくの花〕

シャクヤクガーデン

〔冷蔵庫内のバラ〕 〔天理のバラ･パッケージ〕



集落営農組合

えいのうキトラ
平成１８年３月設立

１．事務所の所在地 高市郡明日香村

２．組織の概要 農業経営規模
地区面積２０ｈａ（現在ほ場整備工事中）
耕作面積４ａ
薬草（トウキ、ミシマサイコ、セネガ）栽培

水稲・黒大豆

３．代 表 者 代表理事組合長 山 本 雅 義

４．功績の概要

１） 「集落の耕作放棄地は自分たちで守ろう」と全戸が構成員となり、ほ場整備

の推進をはかるとともに奈良県産の薬用作物の振興をはかるため、耕作放棄

地において「大和トウキ」栽培に先進的に取り組む。

２） 栽培技術の確立、価格の安定化を図り、企業と連携して化粧品開発を手がけ

「ならこすめ」の生産・加工・販売活動の６次産業化に取り組んでいる。

３） キトラ古墳のある集落として交流イベントを積極的に展開し、地域農業の

維持発展、地域の活性化に大きく貢献され、村全体の人口が減少している中

この地域では、転入者が増え村の活性化に繋がっている。



５．推 薦 者 明日香村

キトラ古墳の壁画朱雀を模写

営農キトラのマスコット

「朱雀絵」葉ボタン植え付け

化粧品「ならこすめ」

薬草「大和トウキ」


